
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
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�
�

児
童
福
祉
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

第
二
十
一
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
居
宅
支
援
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
二
十
三
第
一
号
の
規
定
に

基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

身
体
障
害
者
福
祉
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
十
七
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
二
十
三
第
一
号
の

規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

平成��年�月�日 第�����号(�)

社
会
福
祉
法
人

邑
智
福
祉
振
興
会

事
業
者
の
名
称

居
宅
介
護

指
定
し
た

事

業

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ひ
ま
わ
り

事
業
所
の
名
称

邑
智
郡
石
見
町
大

字
中
野
三
五
九

一
―
二
一

事
業
所
の
所
在
地

平
成
十
五
年
八
月

二
十
七
日

指
定
年
月
日

株
式
会
社

ニ
チ

イ
学
館

事
業
者
の
名
称

居
宅
介
護

指
定
し
た

事

業

ア
イ
リ
ス
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
浜
乃
木

事
業
所
の
名
称

松
江
市
浜
乃
木

六
―
六
―
二
三

事
業
所
の
所
在
地

平
成
十
五
年
八
月

二
十
七
日

指
定
年
月
日

第
一
、
五
〇
二
号

平
成
十
五
年
九
月
五
日

(

金
曜
日)



�

�
�児

童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定

(

障
害
者
福
祉
課)

一

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
居
宅
支
援
事
業
者

(

〃

)

一

の
指
定

知
的
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
居
宅
支
援
事
業
者

(

〃

)

二

の
指
定

土
地
改
良
事
業
施
行
の
認
可

(

農

村

整

備

課)

二

土
地
改
良
法
の
規
定
に
基
づ
く
工
事
完
了
の
届
出

(

〃

)

二

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了

(

〃

)

二

内
水
面
に
お
け
る
共
同
漁
業
及
び
区
画
漁
業
の
免
許

(
水

産

課)

三

内
水
面
に
お
け
る
遊
漁
規
則
の
認
可

(
〃

)

三

道
路
の
区
域
の
変
更

(

道

路

維

持

課)

一
一

道
路
の
供
用
開
始

(

〃

)

一
二

自
動
車
専
用
道
路
の
指
定

(

〃

)
一
三

国
土
調
査
の
指
定

(

用

地

対

策

課)

一
三

�
�特

定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
に
係
る
縦
覧

(

環
境
生
活
総
務
課)

一
四

都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

(

六
件)

(

都

市

計

画

課)

一
四

����������������������������������
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島 根 県 報
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�
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�
�
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�
�

知
的
障
害
者
福
祉
法

(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
五
条
の
二
十
三
第
一
号
の
規
定

に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�




�

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
新
規
土
地
改
良
事
業
の
施
行
を
認
可
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�




�
�

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
工
事
完
了
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�




�
�

次
に
掲
げ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
は
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
九
十
五
号)

第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

平成��年�月�日 第�����号 (�)

社
会
福
祉
法
人

邑
智
福
祉
振
興
会

居
宅
介
護

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ひ
ま
わ
り

邑
智
郡
石
見
町
大

字
中
野
三
五
九

一
―
二
一

平
成
十
五
年
八
月

二
十
七
日

社
会
福
祉
法
人

せ
ん
だ
ん
会

社
会
福
祉
法
人

邑
智
福
祉
振
興
会

事
業
者
の
名
称

短
期
入
所

居
宅
介
護

指
定
し
た

事

業

知
的
障
害
者
通
所
授

産
施
設

梨
の
木
園

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ひ
ま
わ
り

事
業
所
の
名
称

安
来
市
飯
梨
町
三

〇
三
―
一

邑
智
郡
石
見
町
大

字
中
野
三
五
九

一
―
二
一

事
業
所
の
所
在
地

平
成
十
五
年
八
月

二
十
七
日

平
成
十
五
年
八
月

二
十
七
日

指
定
年
月
日

八
束
郡
八
雲
村
土

地
改
良
区

事
業
主
体
名

大
田
地
区
用
排
水
施
設
事
業

(

が
ん
ば
る
島

根
農
林
総
合
事
業：

小
規
模
土
地
基
盤
整
備

事
業)

事

業

名

平
成
十
五
年
八
月
二
十
七
日

認
可
年
月
日

出
雲
市

事
業
主
体
名

仲
田
地
区
農
道
事
業(

田
園
空
間
整
備
事
業)

東
角
谷
地
区
農
道
事
業

(

地
す
べ
り
関
連
事

業)

事

業

名

平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日

平
成
十
五
年
三
月
二
十
六
日

認
可
年
月
日

八
束
地
区
用
排
水
施
設
事
業

(

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業)

事

業

名

平
成
十
五
年
七
月
八
日

完

了

年

月

日



島 根 県 報
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�
�

漁
業
法

(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号)

第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
内
水
面
に
お
け
る
共
同

漁
業
及
び
区
画
漁
業
を
平
成
十
五
年
九
月
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
免
許
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

漁
場
計
画
の
際
の
公
示
番
号
、
免
許
番
号
及
び
漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

(

名
称)

二

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項
、
制
限
又
は
条
件
及
び
存
続
期
間

平
成
十
五
年
一
月
三
十
一
日
付
け
島
根
県
告
示
第
八
十
五
号
の
と
お
り

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	
�

漁
業
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号)

第
百
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
内
水
面

に
お
け
る
遊
漁
規
則
を
平
成
十
五
年
九
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

内
共
第
二
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

一

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

飯
石
郡
三
刀
屋
町
大
字
下
熊
谷
一
二
七
二
番
地
一

斐
伊
川
漁
業
協
同
組
合

二

遊
漁
料
及
び
遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限
等
に
関
す
る
事
項

平成��年�月�日 第�����号(�)

内
区
第
二
号

内
区
第
一
号

内
共
第
十
号

内
共
第
九
号

内
共
第
八
号

内
共
第
七
号

内
共
第
六
号

内
共
第
五
号

内
共
第
四
号

内
共
第
三
号

内
共
第
二
号

内
共
第
一
号

公
示
番
号

免
許
番
号

益
田
市
神
田
町
イ
六
一
四
番
地

八
束
郡
玉
湯
町
大
字
湯
町
一
七
九
三
番
地

益
田
市
神
田
町
イ
六
一
四
番
地

那
賀
郡
三
隅
町
大
字
三
隅
一
四
三
一
番
地

那
賀
郡
金
城
町
大
字
波
佐
イ
四
一
六
番
地
一

那
賀
郡
旭
町
大
字
本
郷
一
二
六
八
番
地
一

邑
智
郡
川
本
町
大
字
因
原
五
六
七
番
地
一

出
雲
市
神
西
沖
町
九
一
五
番
地
一

〃 出
雲
市
下
古
志
町
一
六
五
五
番
地
三

飯
石
郡
三
刀
屋
町
大
字
下
熊
谷
一
二
七
二
番
地
五

松
江
市
袖
師
町
六
番
九
号

住

所

高
津
川
漁
業
協
同
組
合

玉
湯
町

高
津
川
漁
業
協
同
組
合

三
隅
川
漁
業
協
同
組
合

周
布
川
漁
業
協
同
組
合

八
戸
川
漁
業
協
同
組
合

江
川
漁
業
協
同
組
合

神
西
湖
漁
業
協
同
組
合

〃 神
戸
川
漁
業
協
同
組
合

斐
伊
川
漁
業
協
同
組
合

宍
道
湖
漁
業
協
同
組
合

氏

名

(

名
称)



島 根 県 報

一�

遊
漁
料

�

同
一
人
が
二
種
類
以
上
の
魚
種
に
つ
い
て
遊
漁
す
る
場
合
又
は
二
種
類
以
上
の
漁
具
漁
法
に
よ

り
遊
漁
を
す
る
場
合
の
遊
漁
料
は
、
そ
の
う
ち
の
最
も
高
い
遊
漁
料
と
す
る
。

二�

遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限

三

遊
漁
承
認
証
発
行
の
場
所

斐
伊
川
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
及
び
同
組
合
が
指
定
し
た
場
所

内
共
第
三
号
、
第
四
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

一

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

出
雲
市
下
古
志
町
一
六
五
五
番
地
三

神
戸
川
漁
業
協
同
組
合

二

遊
漁
料
及
び
遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限
等
に
関
す
る
事
項

平成��年�月�日 第�����号 (�)

�

遊
漁
料
の
額

通
常
漁
場

魚 種 漁具・漁法 期間 遊 漁 料

あゆ､ こい､ ふな､ うなぎ､ うぐい
投網､ たも網､ 箱
筌

	日 �����円

	年 ������円

もくずがに 投網､ たも網
	日 �����円

	年 ������円

あゆ 手釣､ 竿釣
	日 �����円

	年 
����円

やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む)､ ごぎ
(いわな含む)

手釣､ 竿釣
	日 �����円

	年 �����円

うなぎ､ こい､ ふな､ うぐい､ もくずがに 手釣､ 竿釣
	日 ���円

	年 �����円

全魚種
船 (ボートを含
む) 使用

	年
上記遊漁料に加算


����円

特
設
漁
場

魚 種 漁 具 ・ 漁 法 期間 遊 漁 料

やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む)､ ごぎ
(いわな含む)､ その他渓流魚

手釣､ 竿釣 	日 �����円

場所 飯石郡吉田村大字芦谷地内長鳥橋上流から芦谷堰まで (���ｍ) の深野川

未就学の幼児 無料

小学生
無料 (但し､ 特設漁場におけるやまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む)､ ご
ぎ (いわな含む)､ その他渓流魚については前項に規定する額)

中学生
無料 (但し､ 渓流釣､ 投網漁法については第	項に規定する額の���に相当する額､
及び特設漁場におけるやまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む)､ ごぎ (いわ
な含む)､ その他渓流魚については前項に規定する額)

肢体不自由者 第	項に規定する額の���に相当する額

(注) 遊漁をする場所において漁場監視員に納付するときの遊漁料は上記の額に���円を付加する｡

�

漁
具
又
は
漁
法

�

遊
漁
期
間

漁具・漁法 規 模 期 間

投網 ���ワット以下
の燈火

火振による場合は�月	日より��
月
�日まで

たも網 網口径 ���ｍ以
下

覗水器 投網又はうなぎ籠箱を使用する場
合は�月��日より��月
�日まで

魚 種 期 間

あゆ 理事会の決定に基づき�月��日から��月
�日までの
間で組合で定め公示する日から��月
�日まで



島 根 県 報

一�

遊
漁
料

�

同
一
人
が
二
種
類
以
上
の
魚
種
に
つ
い
て
遊
漁
す
る
場
合
又
は
二
種
類
以
上
の
漁
具
漁
法
に
よ

り
遊
漁
を
す
る
場
合
の
遊
漁
料
は
、
そ
の
う
ち
最
も
高
い
遊
漁
料
と
す
る
。

二�

遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限

三

遊
漁
承
認
証
発
行
の
場
所

神
戸
川
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
及
び
同
組
合
が
指
定
し
た
場
所

内
共
第
五
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

一

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

出
雲
市
神
西
沖
町
九
一
五
番
地
一

神
西
湖
漁
業
協
同
組
合

二

遊
漁
料
及
び
遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限
等
に
関
す
る
事
項

平成��年�月�日 第�����号(�)

�

遊
漁
料
の
額

通
常
漁
場

魚 種 漁具・漁法 期間 遊 漁 料

あゆ､ こい､ ふな､ うなぎ､ すずき､ やまめ (あまご､
降海型やまめ・あまご含む) ､ ごぎ (いわな含む) ､ も
くずがに

竿釣､ 手釣､ たも
網

�日 �����円

�年 	����円

特
設
漁
場

魚 種 漁具・漁法 期間 遊 漁 料

やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む) ､ ごぎ
(いわな含む)

竿釣 �日 �����円

場所

頓原町大字頓原村地内頓原川合流点から頓原町大字頓原村�

�番地先の宇山川第�

号堰堤までの宇山川

頓原町大字頓原村地内神田川合流点から同地内位出谷川合流点までの頓原川及び頓
原町大字頓原村�	番地の
地先の位出谷川第�号堰堤より下流の位出谷川

頓原町大字志津見地内弓谷川における弓谷川堰堤

未就学の幼児 無料

小学生
無料 (但し､ 特設漁場におけるやまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む)､ ご
ぎ (いわな含む) については前項に規定する額)

中学生
無料 (但し､ あゆ､ うなぎ､ やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む)､ ごぎ
(いわな含む) については前項に規定する額)

肢体不自由者 前項に規定する額の���に相当する額

(注) 遊漁をする場所において漁場監視員に納付するときの遊漁料は上記の額に���円を付加する｡

漁 具 ・ 漁 法 期間 特別遊漁料

四ツ手網､ 投網､ 筌 (もじ､ もんどり)､ 瀬待網､ 投網 �年 ������円

投網､ 瀬待網 �日 �����円

�

漁
具
又
は
漁
法

�

遊
漁
期
間

漁具・漁法 規 模

たも網 網口径�����以内

魚 種 期 間

あゆ �月��日から��月��日までの期間内で組合が定
め公示する日から��月��日まで｡



島 根 県 報

一�

遊
漁
料

�

同
一
人
が
二
種
類
以
上
の
魚
種
に
つ
い
て
遊
漁
す
る
場
合
又
は
二
種
類
以
上
の
漁
具
漁
法
に
よ

り
遊
漁
を
す
る
場
合
の
遊
漁
料
は
、
そ
の
う
ち
の
最
も
高
い
遊
漁
料
と
す
る
。

二�

遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限

三

遊
漁
承
認
証
発
行
の
場
所

神
西
湖
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
及
び
同
組
合
が
指
定
し
た
場
所

内
共
第
六
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

一

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

邑
智
郡
川
本
町
大
字
因
原
五
六
七
番
地
一

江
川
漁
業
協
同
組
合

二

遊
漁
料
及
び
遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限
等
に
関
す
る
事
項

一�

遊
漁
料

平成��年�月�日 第�����号 (�)

�

遊
漁
料
の
額

漁具・漁法 期間 遊 漁 料

竿釣
	日 
��円

	年 �����円

投網
	日 ���円

	年 �����円

小学生､ 未就学の幼児､
肢体不自由者

無料

�

漁
具
又
は
漁
法
及
び
遊
漁
期
間

魚 種 期 間

こい ､ ふ
な､ すずき

竿釣

投網 �月	日から��月
�日まで

�

遊
漁
料
の
額

魚 種 漁 具 ・ 漁 法 期間 遊 漁 料

あゆ

手釣､ 竿釣
	日 �����円

	年 ������円

投網
	日 
����円

	年 ������円

ふな､ こい､ うなぎ､ うぐい､ すずき､
おいかわ (はえ) ､ もくずがに

手釣､ 竿釣
	日 ���円

	年 �����円

やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご
含む) ､ ごぎ (いわな含む)

手釣､ 竿釣
	日 ��
��円

	年 �����円

肢体不自由者でその手帳を携帯している場合
��歳以上の老人 (あゆ漁業を除く)

無料

あゆ漁業については一般の遊漁者の�
�の遊漁料とする

小学生及び小学生未満のもの 無料

中学生
あゆ､ やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご
含む)､ ごぎ (いわな含む)､ こい､ ふな､ うな
ぎ､ すずき､ おいかわ (はえ)､ うぐい

	ヵ年
���円

(注) 遊漁をする場所において漁場監視員に納付するときの遊漁料は上記の額に���

円を付加する｡

手釣､ 竿釣に限り邑智町信喜橋下流から浜原ダム堰堤中心より���ｍ上流にいたる
までの区域において船を使用する場合は年額�����円を別途納付する｡



島 根 県 報

�

同
一
人
が
二
種
類
以
上
の
魚
種
に
つ
い
て
遊
漁
す
る
場
合
又
は
二
種
類
以
上
の
漁
具
漁
法
に
よ

り
遊
漁
を
す
る
場
合
の
遊
漁
料
は
、
そ
の
う
ち
の
最
も
高
い
遊
漁
料
と
す
る
。

二�

遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限

三

遊
漁
承
認
証
発
行
の
場
所

江
川
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
及
び
同
組
合
が
指
定
し
た
場
所

内
共
第
七
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

一

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

那
賀
郡
旭
町
大
字
本
郷
一
二
六
八
番
地
一

八
戸
川
漁
業
協
同
組
合

二

遊
漁
料
及
び
遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限
等
に
関
す
る
事
項

一�

遊
漁
料

�

同
一
人
が
二
種
類
以
上
の
魚
種
に
つ
い
て
遊
漁
す
る
場
合
又
は
二
種
類
以
上
の
漁
具
漁
法
に
よ

り
遊
漁
を
す
る
場
合
の
遊
漁
料
は
、
そ
の
う
ち
の
最
も
高
い
遊
漁
料
と
す
る
。

平成��年�月�日 第�����号(�)

�

漁
具
又
は
漁
法

�

遊
漁
期
間

漁具・漁法 規 模

投網､ たも網 (に
ごりかき) 網目	
� (��節) 以上

魚 種 期 間

あゆ 組合が定め公示する日から��月��日まで

うなぎ 
月
日から��月��日まで

もくずがに �月
日から��月��日まで

こい､ ふな､ うぐ
い､ おいかわ (は
え) ､ すずき


月
日から��月��日まで

やまめ (あまご､
降海型やまめ・あ
まご含む) ､ ごぎ
(いわな含む)

	月
日から�月��日まで

(注) ��月
日から��月�日までの�日間は全面禁漁期間とす
る｡

�

遊
漁
料
の
額

魚 種 漁具・漁法 期間 遊 漁 料

あゆ､ うなぎ

手釣､ 竿釣

日 �����円


年 ������円

投網､ たも網

日 �����円


年 ������円

やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含
む) ､ ごぎ (いわな含む)

手釣､ 竿釣

日 �����円


年 �����円

こい､ ふな､ うぐい､ おいかわ 手釣､ 竿釣

日 ���円


年 �����円

肢体不自由者 (手帳を有する者) ､ 小学生以下の者 無料

��歳以上の老人 (年齢の証明を有する者)
但し､ 投網､ たも網等､ 網類による漁法は除く

所定の料金の�

分の


中学生

あゆ


年

���円

やまね (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む)､
ごぎ (いわな含む)､ こい､ ふな､ うぐい､
おいかわ (はえ)

���円

河川開放の日設定
魚種やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む) ､ ごぎ (いわな含
む) 魚類を除く

無料

(注) 遊漁をする場所において漁場監視員に納付するときの遊漁料は上記の額に���円を
付加する｡

(注) 覗水器を使用する場合は所定の料金に
ヵ年���円を加算する｡

期間 �月��日から�月��日まで



島 根 県 報

二�

遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限

三

遊
漁
承
認
証
発
行
の
場
所

八
戸
川
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
及
び
同
組
合
が
指
定
し
た
場
所

内
共
第
八
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

一

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

那
賀
郡
金
城
町
大
字
波
佐
イ
四
一
六
番
地
一

周
布
川
漁
業
協
同
組
合

二

遊
漁
料
及
び
遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限
等
に
関
す
る
事
項

一�

遊
漁
料

�

同
一
人
が
二
種
類
以
上
の
魚
種
に
つ
い
て
遊
漁
す
る
場
合
又
は
二
種
類
以
上
の
漁
具
漁
法
に
よ

り
遊
漁
を
す
る
場
合
の
遊
漁
料
は
、
そ
の
う
ち
の
最
も
高
い
遊
漁
料
と
す
る
。(

た
だ
し
特
別
遊

漁
料
に
つ
い
て
は
加
算)

平成��年�月�日 第�����号 (�)

�

漁
具
又
は
漁
法

�

遊
漁
期
間

漁具・漁法 規 模

投網､ たも網､ 手
釣､ 竿釣 漁船を使用しないこと

魚 種 期 間

あゆ
	月
日から��月��日までの期間内で組
合が定め公示する日から��月��日まで

うなぎ �月
日から��月��日まで

こい､ ふな､ うぐ
い､ おいかわ (は
え)


月
日から��月��日まで

やまめ (あまご､
降海型やまめ・あ
まご含む)､ ごぎ
(いわな含む)

�月
日から
月��日まで

�

遊
漁
料
の
額

魚 種 漁具・漁法 期間 遊 漁 料

あゆ
うなぎ

手釣､ 竿釣
竿釣､ 籠


日 �����円

やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む)､
ごぎ (いわな含む)

竿釣

日 �����円


年 �����円

もくずがに 竿釣､ 手釣

日 ���円


年 �����円

未就学の幼児 無料

小学生及び､ 肢
体不自由者

第
項に規定する額の���に相当する額

遊 漁 の 内 容 期間 特別遊漁料

(魚種) (漁具・漁法)
あゆ 刺網
あゆ 投網


年
�����円
�����円

(注) 遊漁をする場所において漁場監視員に納付するときの遊漁料は上記の額に���円を付加
する｡ 特別遊漁料金は周布川漁業協同組合において納付する｡



島 根 県 報

二�

遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限

三

遊
漁
承
認
証
発
行
の
場
所

周
布
川
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
及
び
同
組
合
が
指
定
し
た
場
所

内
共
第
九
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

一

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

那
賀
郡
三
隅
町
大
字
三
隅
一
四
三
一
番
地

三
隅
川
漁
業
協
同
組
合

二

遊
漁
料
及
び
遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限
等
に
関
す
る
事
項

一�

遊
漁
料

�

同
一
人
が
二
種
類
以
上
の
魚
種
に
つ
い
て
遊
漁
す
る
場
合
又
は
二
種
類
以
上
の
漁
具
漁
法
に
よ

り
遊
漁
を
す
る
場
合
の
遊
漁
料
は
、
そ
の
う
ち
の
最
も
高
い
遊
漁
料
と
す
る
。

平成��年�月�日 第�����号(�)

�

漁
具
又
は
漁
法

�

遊
漁
期
間

漁具・漁法 規 模

刺網
たも網
籠 (うなぎ)

全長��ｍ以下
網口径	ｍ以下
竹籠��筒以内

魚 種 期 間

あゆ
�月��日から��月
�日までの期間内で組
合が定め公示する日から��月
�日まで

うなぎ 〃

やまめ (あまご､
降海型やまめ・あ
まご含む)

�月�日から
月
�日まで

ごぎ (いわな含
む)

〃

もくずがに 
月�日から��月
�日まで

�

遊
漁
料
の
額

魚 種 漁具・漁法 期間 遊 漁 料

あゆ､ こい､ うなぎ､ もくずがに
手釣､ 竿釣､ 徒手
採捕

�日 �����円

�年 �����円

やまめ (あまご､ 降海型やまめ・あまご含む) ､
ごぎ (いわな含む)

手釣､ 竿釣､ 徒手
採捕

�日 ��
��円

�年 �����円

小学生・未就学の幼児 無料

中学生 ���円

肢体不自由者 第�項に規定する額の	分の�に相当する額

(注) 遊漁をする場所において漁場監視員に納付するときの遊漁料は上記の額に���円を付加
する｡

魚 種 漁具・漁法 期間 特別遊漁料

うなぎ うなぎ籠 �年

	本まで
�����円

�本目から�本
につき ���円

あゆ､ こい､ うなぎ
たも網
投網

�年 ������円



島 根 県 報

二�

遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限

三

遊
漁
承
認
証
発
行
の
場
所

三
隅
川
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
及
び
同
組
合
が
指
定
し
た
場
所

内
共
第
十
号
第
五
種
共
同
漁
業
権
遊
漁
規
則

一

漁
業
権
者
の
住
所
及
び
氏
名

益
田
市
神
田
町
イ
六
一
四
番
地

高
津
川
漁
業
協
同
組
合

二

遊
漁
料
及
び
遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限
等
に
関
す
る
事
項

一�

遊
漁
料

�

同
一
人
が
二
種
類
以
上
の
魚
種
に
つ
い
て
遊
漁
す
る
場
合
又
は
二
種
類
以
上
の
漁
具
漁
法
に
よ

り
遊
漁
を
す
る
場
合
の
遊
漁
料
は
、
そ
の
う
ち
の
最
も
高
い
遊
漁
料
と
す
る
。

平成��年�月�日 第�����号 (��)

�

漁
具
又
は
漁
法

�

遊
漁
期
間

漁具・漁法 規 模

たも網 網口径���ｍ以下

投網 網目	
�以上､ 網丈�ｍ以下

手釣及び竿釣 あゆの毛針釣､ どぶ釣は禁止する

魚 種 期 間

あゆ
�月��日から��月��日までの期間内で組
合が定め公示する日から��月��日まで

こい 
月
日から��月��日まで

うなぎ 
月
日から��月��日まで

やまめ (あまご､
降海型やまめ・あ
まご含む)

	月
日から�月��日まで

ごぎ (いわな含
む)

	月
日から�月��日まで

もくずがに �月
日から��月��日まで

�

遊
漁
料
の
額

種 別 魚 種 漁具・漁法 期間 遊漁料一般
(消費税含む)

第��種 あゆ､ こい､ ふな､ おいかわ (はえ) 投網 日
年

�����円
������円

第��種 あゆ､ うなぎ 竿釣
手釣

日
年

�����円
������円

第��種 ごぎ (いわな含む) ､ やまめ (あまご､ 降海
型やまめ､ あまご含む) 竿釣 日

年
�����円
�����円

(毛針専用区) ごぎ (いわな含む) ､ やまめ (あまご､ 降海型やまめ､ あまご含む)
毛針釣 (ルアーは
除く) 
日 �����円

第��種 こい､ ふな､ おいかわ (はえ) ､ もくずがに 竿釣 日
年

���円
�����円

第��種 うなぎ もじ 年 �����円

小学生以下 無料

身体障害者で一肢以上の機能を失った者
一般の���

中学生の���

(注) 遊漁をする場所において漁場監視員に納付するときの遊漁料は上記の額に�����円を付加する｡

種 別 魚 種 漁具・漁法 期間 遊漁料中学生
(消費税含む)

第��種 あゆ､ うなぎ 竿釣､ 手釣 年 ���円

第��種 ごぎ (いわな含む) ､ やまめ (あまご､ 降海
型やまめ､ あまご含む) 竿釣 年 ���円

(毛針専用区) ごぎ (いわな含む) ､ やまめ (あまご､ 降海型やまめ､ あまご含む)
毛針釣 (ルアーは
除く) 
日 �����円

第��種 こい､ ふな､ おいかわ (はえ) ､ もくずがに 竿釣 年 ���円

第��種 うなぎ もじ 年 ���円

遊 漁 の 内 容 特 別 遊 漁 料
(消費税含む)魚 種 漁 具 方 法

あゆ 刺網 �����円



島 根 県 報

二�

遊
漁
に
つ
い
て
の
制
限

三

遊
漁
承
認
証
発
行
の
場
所

高
津
川
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
及
び
同
組
合
が
指
定
し
た
場
所

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
十
五
日
間
島
根
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
当
該
道
路
を
管
轄
す

る
隠
岐
支
庁
又
は
土
木
建
築
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

平成��年�月�日 第�����号(��)

�

漁
具
又
は
漁
法

�

遊
漁
期
間

漁具・漁法 規 模

投網 網目�	
以上､ 網丈�ｍ以内

刺網
網丈���ｍ､ 網肩
�ｍ以内､ 網目
�	
以上

魚 種 期 間

あゆ
�月��日から��月
�日までの期間
内で､ 組合が定め公示する日から
��月
�日まで

こい､ ふな､ おい
かわ (はえ)

�月�日から��月
�日まで

うなぎ �月��日から��月
�日まで

やまめ (あまご､
降海型やまめ・あ
まご含む) ､ ごぎ
(いわな含む)

�月�日から�月
�日まで

もくずがに �月�日から��月
�日まで

〃

県

道

道
路
の
種
類

瓜
坂
川
合
線

上
久
野
大
東
線

路

線

名

大
田
市
川
合
町
川
合
字
程
原
一
八
三
〇
番
二
地
先
か
ら

同
字
一
八
三
九
番
乙
地
先
ま
で

大
原
郡
大
東
町
大
字
塩
田
六
五
八
番
二
地
先
か
ら
同
大

字
六
五
六
番
二
地
先
ま
で

区

間

道

路

の

区

域

後
Ｂ Ａ

前

Ｂ
後 前

変
更
前

後
の
別

一
四
・
〇
〇
〜

一
六
・
〇
〇

一
四
・
〇
〇
〜

一
六
・
〇
〇

五
・
〇
〇
〜

一
一
・
五
〇

四
・
〇
〇
〜

一
八
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

三
・
〇
〇
〜

一
二
・
〇
〇

敷
地
の
幅
員

一
一
九
・
〇
〇

一
一
九
・
〇
〇

九
六
・
二
三

一
四
四
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

一
四
四
・
〇
〇

延

長

大
田
土
木
建
築
事
務
所

木
次
土
木
建
築
事
務
所

管
轄
す
る
隠
岐
支
庁
又

は
土
木
建
築
事
務
所
の

名
称

〃上
記
の
Ａ
及
び
Ｂ
は
関

係
図
面
に
表
示
す
る
敷

地
の
区
分
を
い
う
。

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ
解
消

市
道
移
管

道
路
改
良
工
事

拡
幅 備

考
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�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

道
路
の
供
用
を
次
の
よ
う
に
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
十
五
日
間
島
根
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
当
該
道
路
を
管
轄
す

る
土
木
建
築
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

平成��年�月�日 第�����号 (��)

〃 〃 〃

浅
利
渡
津
線

瑞
穂
赤
来
線

大
田
桜
江
線

江
津
市
松
川
町
八
神
三
一
八
番
地
先
か
ら
同
町
六
三
五

番
地
先
ま
で

江
津
市
松
川
町
上
河
戸
三
九
〇
番
六
地
先
か
ら
同
町
八

神
六
三
七
番
四
地
先
ま
で

江
津
市
松
川
町
上
河
戸
三
九
〇
番
六
地
先
か
ら
同
町
八

神
三
〇
九
番
地
先
ま
で

邑
智
郡
瑞
穂
町
大
字
八
色
石
七
一
四
番
三
地
先
か
ら
同

町
大
字
布
施
一
一
五
一
番
一
〇
地
先
ま
で

大
田
市
久
利
町
久
利
字
殿
居
ノ
前
六
五
四
番
一
地
先
か

ら
同
町
久
利
字
大
田
ヶ
崎
三
九
一
番
一
地
先
ま
で

大
田
市
久
利
町
久
利
字
殿
居
ノ
前
六
五
四
番
一
地
先
か

ら
同
町
久
利
字
市
七
四
六
番
内
三
地
先
ま
で

大
田
市
久
利
町
久
利
字
大
田
ケ
崎
三
九
一
番
一
地
先
か

ら
同
町
久
利
字
新
造
六
九
〇
番
内
一
地
先
ま
で

大
田
市
久
利
町
久
利
字
市
七
四
六
番
内
三
地
先
か
ら
同

町
久
利
字
新
造
六
九
〇
番
内
一
地
先
ま
で

後

Ａ

前

Ｂ

後

Ｃ

前

Ａ
後 前

後

Ｂ Ａ

前

Ｂ

後

Ｂ Ａ

前

Ｂ

六
・
〇
〇
〜

三
五
・
〇
〇

一
三
・
〇
〇
〜

九
一
・
〇
〇

二
・
五
〇
〜

三
二
・
〇
〇

二
・
五
〇
〜

三
二
・
〇
〇

一
一
・
〇
〇
〜

五
三
・
〇
〇

四
・
〇
〇
〜七

・
〇
〇

一
三
・
〇
〇
〜

二
四
・
〇
〇

一
三
・
〇
〇
〜

二
四
・
〇
〇

五
・
五
〇
〜

二
二
・
〇
〇

一
四
・
〇
〇
〜

一
五
・
〇
〇

一
四
・
〇
〇
〜

一
五
・
〇
〇

五
・
三
〇
〜七

・
六
〇

三
五
九
・
〇
〇

二
、
〇
五
四
・
〇
〇

三
、
三
三
五
・
〇
〇

三
、
三
三
五
・
〇
〇

五
〇
五
・
〇
〇

五
〇
五
・
〇
〇

二
六
一
・
〇
〇

二
六
一
・
〇
〇

二
七
二
・
〇
〇

五
七
六
・
〇
〇

五
七
六
・
〇
〇

五
一
七
・
九
三

浜
田
土
木
建
築
事
務
所

川
本
土
木
建
築
事
務
所

〃上
記
の
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ

は
関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

ト
リ
プ
ル
ウ
ェ
イ

〃拡
幅

〃上
記
の
Ａ
及
び
Ｂ
は
関

係
図
面
に
表
示
す
る
敷

地
の
区
分
を
い
う
。

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ
解
消

重
複
解
消

〃上
記
の
Ａ
及
び
Ｂ
は
関

係
図
面
に
表
示
す
る
敷

地
の
区
分
を
い
う
。

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ
解
消

市
道
移
管
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島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

国
土
調
査
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
籍
調
査

を
国
土
調
査
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

平成��年�月�日 第�����号(��)

〃 〃 〃

県

道

道
路
の
種
類

田
所
国
府
線

市
木
井
原
線

吉
田
瑞
穂
線

上
久
野
大
東
線

路

線

名

浜
田
市
宇
野
町
一
八
七
七
番
三
地
先
か
ら
同
町
六
七
番

地
先
ま
で

邑
智
郡
石
見
町
大
字
矢
上
一
九
一
二
番
一
地
先
か
ら
同

大
字
一
九
〇
二
番
四
地
先
ま
で

邑
智
郡
瑞
穂
町
大
字
鱒
渕
二
番
四
地
先
か
ら
同
町
大
字

下
田
所
七
九
番
三
地
先
ま
で

大
原
郡
大
東
町
大
字
塩
田
六
五
八
番
二
地
先
か
ら
同
大

字
六
五
六
番
二
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

メ
ー
ト
ル

九
五
・
〇
〇

八
二
・
〇
〇

一
六
〇
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

一
四
四
・
〇
〇

延

長

平
成
十
五
年
九
月
五

日 平
成
十
五
年
九
月
九

日 〃 平
成
十
五
年
九
月
五

日 供
用
開
始
年
月
日

浜
田
土
木
建
築
事
務
所

〃

川
本
土
木
建
築
事
務
所

木
次
土
木
建
築
事
務
所

管
轄
す
る
土
木
建
築
事

務
所
の
名
称

備

考

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
道
路
の
部
分
を
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
十
五
日
間
島
根
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
当
該
道
路
を
管
轄
す

る
土
木
建
築
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

〃

県

道

道
路
の
種
類

下
府
江
津
線

は
ま
だ
リ
ゾ
ー
ト

線
路

線

名

江
津
市
敬
川
町
三
五
二
番
一
か
ら
同
町
八
八
番
ま

で 浜
田
市
上
府
町
イ
一
四
七
六
番
四
か
ら
同
町
イ
二

四
四
五
番
一
六
ま
で

区

間

指

定

す

る

道

路

の

部

分

一
四
・
五
〇
〜

一
二
〇
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

一
三
・
一
〇
〜

六
七
・
〇
〇

敷
地
の
幅
員

四
六
〇
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

一
二
二
・
二
〇

延

長

〃

平
成
十
五
年
九
月
五
日

指
定
年
月
日

〃 浜
田
土
木
建
築
事
務
所

管
轄
す
る
土
木
建
築
事

務
所
の
名
称

備

考
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�
�

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
五
年
八
月
二
十
七
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
ン
ダ
ン
テ
二
十
一

三

代
表
者
の
氏
名

吉
田
篤
志

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

益
田
市
あ
け
ぼ
の
本
町
四
番
二
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
石
見
地
方
に
生
活
す
る
人
々
に
対
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
、
地
域
内
の
人
的
交
流

等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
活
力
あ
る
地
域
つ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

縦
覧
に
供
す
る
書
類

定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
、
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
並
び

に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
収
支
予
算
書

七

縦
覧
期
間

申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間

八

縦
覧
場
所

県
政
情
報
セ
ン
タ
ー

(

県
庁
南
庁
舎
一
階)

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
事
務
所
の
所
在
地
を
所
管
す
る
隠
岐
支
庁
又
は
総
務
事
務
所

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
田
都
市
計
画

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る

の
で
、
島
根
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
島
根
県
規
則
第
一
号)

第
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

開
催
日
時

平
成
十
五
年
九
月
三
十
日

午
後
三
時
か
ら

二

開
催
場
所

大
田
市
大
田
町
大
田
イ
一
二
八
番
地

大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

三

都
市
計
画
の
案
の
概
要

大
田
都
市
計
画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
参
考
図
書
の
と
お
り
定
め
、
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

�

都
市
計
画
の
目
標

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
県
央
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
、

良
好
な
居
住
環
境
と
文
化
的
環
境
が
整
っ
た
都
市
の
形
成
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。

�

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都
市
計
画
区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

�

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
法

一�

土
地
利
用
の
方
針

�

主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

都
市
及
び
自
然
環
境
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
お
け
る
土
地
利
用
を
総
合
的
に
勘
案

平成��年�月�日 第�����号 (��)

平
成
十
五
年
八
月
二

十
六
日

平
成
十
五
年
八
月
二

十
六
日

国
土
調
査
と
し
て

指
定
し
た
年
月
日

江
津
市

益
田
市

調
査
を
行
う
者

の
名
称

波
子
町
高
田
・
敬
川
町
大

峠
地
区

久
城�

地
区

調

査

地

域

告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六

年
七
月
九
日
ま
で

告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

調

査

期

間
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し
、
住
宅
地
、
商
業
業
務
地
、
工
業
地
等
の
各
配
置
方
針
を
定
め
る
。

�

土
地
利
用
の
方
針

｢

用
途
転
換
・
用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化｣

、

｢

居
住
環
境
の
改
善
又
は
維
持｣

、

｢
都
市
内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持｣

、

｢

優
良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る

方
針｣

｢
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市
街
化
の
抑
制｣

、

｢

自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら

必
要
な
保
全｣
、

｢

計
画
的
な
都
市
的
土
地
利
用
の
実
現｣

の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
土
地
利
用

の
方
針
を
定
め
る
。

二�

都
市
施
設
の
整
備
の
方
針

�

交
通
施
設

山
陰
道
等
広
域
幹
線
を
主
軸
と
し
て
都
市
内
幹
線
道
路
、
市
街
地
内
道
路
網
を
形
成
す
る
と

と
も
に
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
整
備
水
準
の
目
標
と
し
て
は
、
用
途
地
域
内
に
お
け
る
幹
線
道
路
は
、
お
お
む
ね
二

十
年
後
ま
で
に
は
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

�

下
水
道
及
び
河
川

ア

基
本
方
針

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
の
下
水
道
整
備
を
早
期
に
図
る
と
と
も
に
、
近
年
の
都
市
化

に
よ
り
、
浸
水
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
市
街
地
等
に
お
い
て
は
、
下
水
道
に
よ
る
雨
水
対
策

も
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
洪
水
の
安
全
な
流
下
を
図
る
た
め
の
河
道
改
修
や
ダ
ム
に
よ
る
洪
水

調
節
に
よ
り
下
流
の
洪
水
の
軽
減
を
図
る
も
の
と
す
る
。

イ

整
備
水
準
の
目
標

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
を
お
お
む
ね
八
パ
ー
セ
ン

ト
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
二
級
河
川
静
間
川
は
計
画
高
水
流
量
を
基
準
地
点
堋
に
お
い
て
毎
秒

千
二
百
七
十
立
法
メ
ー
ト
ル
と
定
め
、
洪
水
の
安
全
な
流
下
を
図
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
中

小
河
川
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
す
る
。

�

そ
の
他
の
都
市
施
設

供
給
処
理
施
設
、
教
育
施
設
、
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
そ
の
他
都
市
施
設
に
つ
い
て

は
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
努
め
る
ほ
か
、
設
備
の
近
代
化
を
進
め
、
市
街
化
の
動
向
、
人

口
の
変
動
等
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
た
施
設
の
整
備
を
図
る
。

三�

市
街
地
開
発
事
業
の
方
針

本
区
域
の
新
た
な
顔
と
し
て
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
駅
前
広
場
整
備

に
よ
る
交
通
結
節
点
機
能
の
強
化
や
都
市
機
能
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整
備
事
業
に
よ

る
計
画
的
市
街
地
整
備
を
行
い
、
居
住
人
口
の
確
保
、
商
業
の
活
性
化
等
を
図
っ
て
い
く
も
の
と

す
る
。

四�

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
の
方
針

�

基
本
方
針

三
瓶
山
周
辺
、
石
見
銀
山
遺
跡
周
辺
及
び
大
田
市
海
岸
に
お
い
て
は
、
人
為
的
に
破
壊
す
る

こ
と
な
く
観
光
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
本
区
域
の
自
然
、
文

化
及
び
伝
統
を
後
世
に
伝
え
つ
つ
明
る
い
都
市
生
活
を
営
む
た
め
に
、
生
活
環
境
の
保
全
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
確
保
、
安
全
性
の
向
上
、
美
し
い
街
並
み
の
保
全
と
い
う
四
つ
の
観

点
か
ら
公
園
緑
地
等
の
系
統
的
配
置
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

�

緑
地
の
確
保
水
準

ア

緑
地
の
確
保
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
け
る
緑
地
の
確
保
は
、
将
来
市
街
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
約
十
二

パ
ー
セ
ン
ト
、
お
お
む
ね
五
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
。

イ

都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
は
、
都
市
計
画

区
域
内
人
口
一
人
当
た
り
八
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
等

�

意
見
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
前
記
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
す
る
者
は
、
別
記
様
式
に
準
じ
て
作

成
し
た
意
見
申
出
書
一
通
を
平
成
十
五
年
九
月
二
十
三
日
ま
で
に
、
松
江
市
殿
町
八
番
地
島
根
県
土

木
部
都
市
計
画
課
へ
到
着
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

�

公
述
人

知
事
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
で
同
趣
旨
の
意
見
の
者
が
多
数
で
あ
る

と
き
は
、
公
述
人
を
選
定
し
て
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
。

平成��年�月�日 第�����号(��)
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�

参
考
図
書
及
び
参
考
付
図
は
、
登
載
を
省
略
し
、
島
根
県
庁
、
大
田
市
役
所
に
備
え
て
縦
覧
に
供

す
る
。

五

公
聴
会
の
中
止

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
す
る
。
中
止
す
る
場
合
は
島
根
県
庁
、
大
田
土

木
建
築
事
務
所
及
び
大
田
市
役
所
へ
掲
示
等
に
よ
り
事
前
に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る

六

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課

電
話

(

〇
八
五
二)

二
二
―
五
二
一
一

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宍
道
都
市
計
画

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る

の
で
、
島
根
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
島
根
県
規
則
第
一
号)

第
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

開
催
日
時

平
成
十
五
年
九
月
二
十
五
日

午
後
七
時
か
ら

二

開
催
場
所

宍
道
町
大
字
昭
和
一
番
地

宍
道
町
役
場

大
会
議
室

三

都
市
計
画
の
案
の
概
要

宍
道
都
市
計
画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
参
考
図
書
の
と
お
り
定
め
、
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

�

都
市
計
画
の
目
標

計
画
的
・
合
理
的
な
土
地
利
用
の
実
現
と
こ
れ
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
の

に
、
周
辺
市
町
と
の
広
域
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
湖
と
緑
に
包
ま
れ
る
自
然
環
境
豊
か
な
個
性
的

な
風
景
な
ど
本
区
域
の
特
色
を
生
か
し
、
自
然
と
共
生
・
調
和
し
た
、
住
み
よ
く
快
適
な
都
市
づ
く

り
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

�

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都
市
計
画
区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

�

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
法

一�

土
地
利
用
の
方
針

�

主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

都
市
及
び
自
然
環
境
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
お
け
る
土
地
利
用
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
住
宅
地
、
商
業
業
務
地
、
流
通
業
務
地
、
工
業
地
等
の
各
配
置
方
針
を
定
め
る
。

�

土
地
利
用
の
方
針

｢

用
途
転
換
・
用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化｣

、

｢

居
住
環
境
の
改
善
又
は
維
持｣

、

｢

都
市
内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持｣

、

｢

優
良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る

方
針｣

、

｢

自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全｣

、

｢

災
害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な

市
街
地
の
抑
制
、｣

の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。

二�

都
市
施
設
の
整
備
の
方
針

�

交
通
施
設

ア

基
本
方
針

平成��年�月�日 第�����号 (��)

別記様式

意 見 申 出 書

平成��年�月�日付けの県報で公告された都市計画の案につ
いて､ 次のとおり意見を申し出ます｡

平成��年�月 日

島根県知事 澄 田 信 義 様

住 所 (電話 )

氏 名
(ふりがな)

�

① 意見の公述を希望する都市計画区域名
大田都市計画区域

② 意見の公述を希望する都市計画原案の種類
都市計画区域の整備､ 開発及び保全の方針 (都市計画区
域マスタープラン)

意見の要旨 別紙のとおり

意見の要旨の記載に当たっての留意事項
	. 意見の要旨及びその理由を具体的かつ簡明に記載するこ
と｡


. 様式は自由であるが､ ���字詰め原稿用紙
枚以内程度
とすること｡
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広
域
的
な
主
要
幹
線
道
路
と
都
市
内
の
幹
線
道
路
を
有
機
的
に
連
絡
し
、
交
通
の
要
衝
と

し
て
の
立
地
特
性
が
十
分
発
揮
で
き
る
交
通
体
系
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
整
備
水
準
の
目
標
と
し
て
は
、
用
途
地
域
内
に
お
け
る
幹
線
道
路
は
、
お
お
む
ね

二
十
年
後
ま
で
に
は
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

�

下
水
道
及
び
河
川

ア

基
本
方
針

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
の
下
水
道
整
備
を
早
期
に
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
近
年

の
都
市
化
に
よ
り
、
浸
水
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
市
街
地
等
に
お
い
て
は
、
下
水
道
に
よ
る
雨

水
対
策
も
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
治
水
安
全
度
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
た
め
、

河
川
改
修
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
流
域
が
本
来
有
し
て
い
る
農
地
や
山
林
等
の

保
水
・
遊
水
機
能
を
確
保
す
る
な
ど
の
総
合
的
な
治
水
対
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
人
々
が
親
し
め
る
空
間
づ
く
り
や
動
植
物
の
良
好
な
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
な

ど
に
配
慮
し
な
が
ら
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
河
川
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

イ

整
備
水
準
の
目
標

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
を
お
お
む
ね
九
十
九
パ
ー

セ
ン
ト
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
一
級
河
川
斐
伊
川
は
、
年
超
過
確
率
百
五
十
分
の
一
に
対
す
る
治
水

安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
中
小
河
川
は
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
目
標
に
整
備
す
る
。

三�

市
街
地
開
発
事
業
の
方
針

宍
道
駅
南
地
区
は
、
道
路
な
ど
都
市
施
設
整
備
と
併
せ
た
面
的
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

商
業
施
設
や
良
好
な
住
環
境
を
整
備
し
、
市
街
地
の
活
性
化
及
び
定
住
化
の
促
進
を
図
る
。
ま
た
、

宍
道
駅
北
側
の
既
成
市
街
地
に
お
い
て
は
、
老
朽
家
屋
の
更
新
や
、
細
街
路
網
や
小
公
園
の
整
備

誘
導
に
よ
る
防
災
安
全
性
の
向
上
や
景
観
の
保
全
等
に
よ
る
市
街
地
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。

四�

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
の
方
針

�

基
本
方
針

宍
道
湖
と
そ
れ
を
囲
む
山
々
に
よ
る
調
和
の
と
れ
た
美
し
い
自
然
環
境
は
貴
重
な
資
源
で
あ

り
、
景
観
の
保
全
も
含
め
た
水
と
緑
の
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
自
然
に
親
し
め
る
場
と

し
て
活
用
を
図
る
。

�

緑
地
の
確
保
水
準

ア

緑
地
の
確
保
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
け
る
緑
地
の
確
保
は
、
将
来
市
街
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
約
七
パ
ー

セ
ン
ト
、
お
お
む
ね
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
。

イ

都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
は
、
都
市
計
画

区
域
内
人
口
一
人
当
た
り
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
等

�

意
見
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
前
記
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
す
る
者
は
、
別
記
様
式
に
準
じ
て
作

成
し
た
意
見
申
出
書
一
通
を
平
成
十
五
年
九
月
十
八
日
ま
で
に
、
松
江
市
殿
町
八
番
地
島
根
県
土
木

部
都
市
計
画
課
へ
到
着
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

�

公
述
人

知
事
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
で
同
趣
旨
の
意
見
の
者
が
多
数
で
あ
る

と
き
は
、
公
述
人
を
選
定
し
て
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
。

�

参
考
図
書
及
び
参
考
付
図
は
、
登
載
を
省
略
し
、
島
根
県
庁
、
宍
道
町
役
場
に
備
え
て
縦
覧
に
供

す
る
。

五

公
聴
会
の
中
止

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
す
る
。
中
止
す
る
場
合
は
島
根
県
庁
、
松
江
土

木
建
築
事
務
所
及
び
宍
道
町
役
場
へ
掲
示
等
に
よ
り
事
前
に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る

六

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課

電
話

(

〇
八
五
二)

二
二
―
五
二
一
一

平成��年�月�日 第�����号(��)



島 根 県 報

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
仁
多
都
市
計
画

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る

の
で
、
島
根
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
島
根
県
規
則
第
一
号)

第
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

開
催
日
時

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

午
後
二
時
か
ら

二

開
催
場
所

仁
多
町
大
字
三
成
四
三
六
番
地

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多

農
事
研
修
室

三

都
市
計
画
の
案
の
概
要

仁
多
都
市
計
画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
参
考
図
書
の
と
お
り
定
め
、
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

�

都
市
計
画
の
目
標

本
区
域
を
、
仁
多
町
に
お
け
る
経
済
・
商
業
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
と
位
置
づ
け
、
若
者
の
定

住
、
流
入
を
促
す
地
域
と
し
て
、
農
山
村
と
い
う
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
創
造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

�

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都
市
計
画
区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

�

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
法

一�

土
地
利
用
の
方
針

現
在
本
区
域
は
都
市
計
画
用
途
地
域
を
指
定
し
て
い
な
い
た
め
、
現
状
の
土
地
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、
都
市
及
び
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
将
来
に
お
け
る
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。

二�

都
市
施
設
の
整
備
の
方
針

�

交
通
施
設

ア

基
本
方
針

効
率
的
な
交
通
網
を
確
立
す
る
た
め
各
種
交
通
手
段
の
機
能
分
担
に
配
慮
し
な
が
ら
、
円

滑
で
利
便
性
の
高
い
都
市
交
通
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
総
合
的
に
交
通
体
系
の
整
備
を
図
る
。

�

下
水
道
及
び
河
川

ア

基
本
方
針

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
の
下
水
道
整
備
を
早
期
に
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
近
年

の
都
市
化
に
よ
り
、
浸
水
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
市
街
地
等
に
お
い
て
は
、
下
水
道
に
よ
る
雨

水
対
策
も
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
洪
水
に
対
す
る
都
市
機
能
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

イ

整
備
水
準
の
目
標

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
を
お
お
む
ね
七
十
パ
ー
セ

ン
ト
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
整

備
す
る
。

�

そ
の
他
の
都
市
施
設

平成��年�月�日 第�����号 (��)

別記様式

意 見 申 出 書

平成��年�月�日付けの県報で公告された都市計画の案につ
いて､ 次のとおり意見を申し出ます｡

平成��年�月 日

島根県知事 澄 田 信 義 様

住 所 (電話 )

氏 名
(ふりがな)

�

① 意見の公述を希望する都市計画区域名
宍道都市計画区域

② 意見の公述を希望する都市計画原案の種類
都市計画区域の整備､ 開発及び保全の方針 (都市計画区
域マスタープラン)

意見の要旨 別紙のとおり

意見の要旨の記載に当たっての留意事項
	. 意見の要旨及びその理由を具体的かつ簡明に記載するこ
と｡


. 様式は自由であるが､ ���字詰め原稿用紙
枚以内程度
とすること｡



島 根 県 報

供
給
処
理
施
設
、
教
育
文
化
施
設
、
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
そ
の
他
都
市
施
設
に
つ

い
て
は
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
努
め
る
ほ
か
、
設
備
の
近
代
化
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
た

施
設
の
整
備
を
図
る
。

三�

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
の
方
針

�

基
本
方
針

自
然
環
境
に
包
ま
れ
た
地
域
特
性
を
活
か
し
、
親
水
性
の
高
い
魅
力
あ
る
水
辺
環
境
の
整
備

や
、
緑
地
の
保
全
等
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
憩
い
の
場
や
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
の
確
保
、
広
域
的
な
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
図
り
、
本

区
域
特
有
の
自
然
環
境
の
創
出
を
目
指
す
。

�

緑
地
の
確
保
水
準

ア

都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
は
、
都
市
計
画

区
域
内
人
口
一
人
当
た
り
九
十
五
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
等

�

意
見
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
前
記
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
す
る
者
は
、
別
記
様
式
に
準
じ
て
作

成
し
た
意
見
申
出
書
一
通
を
平
成
十
五
年
九
月
十
九
日
ま
で
に
、
松
江
市
殿
町
八
番
地
島
根
県
土
木

部
都
市
計
画
課
へ
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

�

公
述
人

知
事
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
で
同
趣
旨
の
意
見
の
者
が
多
数
で
あ
る

と
き
は
、
公
述
人
を
選
定
し
て
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
。

�

参
考
図
書
及
び
参
考
付
図
は
、
登
載
を
省
略
し
、
島
根
県
庁
、
仁
多
町
役
場
に
備
え
て
縦
覧
に
供

す
る
。

五

公
聴
会
の
中
止

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
す
る
。
中
止
す
る
場
合
は
島
根
県
庁
、
仁
多
土

木
事
務
所
及
び
仁
多
町
役
場
へ
掲
示
等
に
よ
り
事
前
に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る
。

六

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課

電
話

(

〇
八
五
二)

二
二
―
五
二
一
一

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
横
田
都
市
計
画

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
決
定
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開

催
す
る
の
で
、
島
根
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
島
根
県
規
則
第
一
号)

第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

開
催
日
時

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日

午
後
七
時
か
ら

二

開
催
場
所

横
田
町
大
字
横
田
一
〇
三
七
番
地

横
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

三

都
市
計
画
の
案
の
概
要

平成��年�月�日 第�����号(��)

別記様式

意 見 申 出 書

平成��年�月�日付けの県報で公告された都市計画の案につ
いて､ 次のとおり意見を申し出ます｡

平成��年�月 日

島根県知事 澄 田 信 義 様

住 所 (電話 )

氏 名
(ふりがな)

�

① 意見の公述を希望する都市計画区域名
仁多都市計画区域

② 意見の公述を希望する都市計画原案の種類
都市計画区域の整備､ 開発及び保全の方針 (都市計画区
域マスタープラン)

意見の要旨 別紙のとおり

意見の要旨の記載に当たっての留意事項
	. 意見の要旨及びその理由を具体的かつ簡明に記載するこ
と｡


. 様式は自由であるが､ ���字詰め原稿用紙
枚以内程度
とすること｡



島 根 県 報

横
田
都
市
計
画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
参
考
図
書
の
と
お
り
定
め
、
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

�
都
市
計
画
の
目
標

起
業
促
進
・
地
域
間
交
流
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
本
区
域
の
持
つ
美
し
い
自
然
・
景
観
、
香
り

高
い
地
域
文
化
の
振
興
を
目
指
し
、
高
齢
者
や
子
供
に
や
さ
し
く
、
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

�

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都
市
計
画
区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

�

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

一�

土
地
利
用
の
方
針

�

主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

都
市
及
び
自
然
環
境
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
お
け
る
土
地
利
用
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
住
宅
地
、
商
業
業
務
地
、
工
業
地
等
の
各
配
置
方
針
を
定
め
る
。

�

土
地
利
用
の
方
針

｢

用
途
転
換
・
用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化｣
、
｢
居
住
環
境
の
改
善
又
は
維
持｣

、

｢

都
市
内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持｣

、

｢

優
良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和｣

、

｢

災

害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市
街
化
の
抑
制｣

、｢

自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全｣

の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。

二�

都
市
施
設
の
整
備
の
方
針

�

交
通
施
設

ア

基
本
方
針

効
率
的
な
交
通
網
を
確
立
す
る
た
め
各
種
交
通
手
段
の
機
能
分
担
に
配
慮
し
な
が
ら
、
円

滑
で
利
便
性
の
高
い
都
市
交
通
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
総
合
的
に
交
通
体
系
の
整
備
を
図
る
。

ま
た
、
整
備
水
準
の
目
標
と
し
て
は
、
用
途
地
域
内
に
お
け
る
幹
線
道
路
は
、
お
お
む
ね

二
十
年
後
ま
で
に
は
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

�

下
水
道
及
び
河
川

ア

基
本
方
針

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
の
下
水
道
整
備
を
早
期
に
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
近
年

の
都
市
化
に
よ
り
、
浸
水
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
市
街
地
等
に
お
い
て
は
、
下
水
道
に
よ
る
雨

水
対
策
も
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
洪
水
に
対
す
る
都
市
機
能
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

イ

整
備
水
準
の
目
標

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
を
お
お
む
ね
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
整

備
す
る
。

�

そ
の
他
の
都
市
施
設

供
給
処
理
施
設
、
教
育
文
化
施
設
、
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
そ
の
他
都
市
施
設
に
つ

い
て
は
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
努
め
る
ほ
か
、
設
備
の
近
代
化
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
た

施
設
の
整
備
を
図
る
。

三�

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
の
方
針

�

基
本
方
針

自
然
環
境
に
包
ま
れ
た
地
域
特
性
を
活
か
し
、
親
水
性
の
高
い
魅
力
あ
る
水
辺
環
境
の
整
備

や
、
緑
地
の
保
全
等
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
憩
い
の
場
や
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
の
確
保
、
広
域
的
な
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
図
り
、
本

区
域
特
有
の
自
然
環
境
の
創
出
を
目
指
す
。

�

緑
地
の
確
保
水
準

ア

緑
地
の
確
保
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
け
る
緑
地
の
確
保
は
、
将
来
市
街
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
約
十
パ
ー

セ
ン
ト
、
お
お
む
ね
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
。

イ

都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
は
、
都
市
計
画

区
域
内
人
口
一
人
当
た
り
九
十
五
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
等

�

意
見
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
前
記
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
す
る
者
は
、
別
記
様
式
に
準
じ
て
作

成
し
た
意
見
申
出
書
一
通
を
平
成
十
五
年
九
月
十
九
日
ま
で
に
、
松
江
市
殿
町
八
番
地
島
根
県
土
木

平成��年�月�日 第�����号 (��)



島 根 県 報

部
都
市
計
画
課
へ
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

�

公
述
人

知
事
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
で
同
趣
旨
の
意
見
の
者
が
多
数
で
あ
る

と
き
は
、
公
述
人
を
選
定
し
て
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
。

�

参
考
図
書
及
び
参
考
付
図
は
、
登
載
を
省
略
し
、
島
根
県
庁
、
横
田
町
役
場
に
備
え
て
縦
覧
に
供

す
る
。

五

公
聴
会
の
中
止

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
す
る
。
中
止
す
る
場
合
は
島
根
県
庁
、
仁
多
土

木
事
務
所
及
び
横
田
町
役
場
へ
掲
示
等
に
よ
り
事
前
に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る
。

六

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課

電
話

(
〇
八
五
二)

二
二
―
五
二
一
一

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
社
都
市
計
画

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
決
定
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開

催
す
る
の
で
、
島
根
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
島
根
県
規
則
第
一
号)

第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

開
催
日
時

平
成
十
五
年
九
月
三
十
日

午
前
十
時
か
ら

二

開
催
場
所

大
社
町
大
字
杵
築
南
一
三
三
八
番
地
九

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館

ご
縁
ホ
ー
ル

三

都
市
計
画
の
案
の
概
要

大
社
都
市
計
画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
参
考
図
書
の
と
お
り
定
め
、
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

�

都
市
計
画
の
目
標

出
雲
大
社
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
的
な
建
造
物
や
古
い
た
た
ず
ま
い
を
残
す
中
心
市
街
地
の
都
市
機

能
の
更
新
を
図
り
、
文
化
と
歴
史
の
香
り
高
い
ま
ち
と
し
て
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

文
化
活
動
の
充
実
と
交
流
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
、
商
工
業
、
観
光
産
業
及
び
伝
統
産
業
等
の
地
域
産

業
の
活
性
化
を
図
る
。

�

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都
市
計
画
区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

�

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

一�

土
地
利
用
の
方
針

�

主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

都
市
及
び
自
然
環
境
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
お
け
る
土
地
利
用
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
住
宅
地
、
商
業
業
務
地
、
工
業
地
等
の
各
配
置
方
針
を
定
め
る
。

�

土
地
利
用
の
方
針

｢
用
途
転
換
・
用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化｣

、

｢

居
住
環
境
の
改
善
又
は
維
持｣

、

｢

都
市
内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持｣

、

｢

優
良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和｣

、

｢

災

害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市
街
化
の
抑
制｣

、｢

自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全｣

平成��年�月�日 第�����号(��)
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島 根 県 報

の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。

二�

都
市
施
設
の
整
備
の
方
針

�

交
通
施
設

ア

基
本
方
針

効
率
的
な
交
通
網
を
確
立
す
る
た
め
各
種
交
通
手
段
の
機
能
分
担
に
配
慮
し
な
が
ら
、
円

滑
で
利
便
性
の
高
い
都
市
交
通
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
総
合
的
に
交
通
体
系
の
整
備
を
図
る
。

ま
た
、
整
備
水
準
の
目
標
と
し
て
は
、
用
途
地
域
内
に
お
け
る
幹
線
道
路
は
、
お
お
む
ね

二
十
年
後
ま
で
に
は
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

�

下
水
道
及
び
河
川

ア

基
本
方
針

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
の
下
水
道
整
備
を
早
期
に
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
近
年

の
都
市
化
に
よ
り
、
浸
水
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
市
街
地
等
に
お
い
て
は
、
下
水
道
に
よ
る
雨

水
対
策
も
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
洪
水
に
対
す
る
都
市
機
能
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。

イ

整
備
水
準
の
目
標

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
を
お
お
む
ね
八
一
パ
ー
セ

ン
ト
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
整

備
す
る
。

�

そ
の
他
の
都
市
施
設

供
給
処
理
施
設
、
教
育
文
化
施
設
、
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
そ
の
他
都
市
施
設
に
つ

い
て
は
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
努
め
る
ほ
か
、
設
備
の
近
代
化
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
た

施
設
の
整
備
を
図
る
。

三�

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
の
方
針

�

基
本
方
針

自
然
環
境
に
包
ま
れ
た
地
域
特
性
を
活
か
し
、
親
水
性
の
高
い
魅
力
あ
る
水
辺
環
境
の
整
備

や
、
緑
地
の
保
全
等
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
憩
い
の
場
や
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
の
確
保
、
広
域
的
な
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
図
り
、
本

区
域
特
有
の
自
然
環
境
の
創
出
を
目
指
す
。

�

緑
地
の
確
保
水
準

ア

緑
地
の
確
保
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
け
る
緑
地
の
確
保
は
、
将
来
市
街
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
約
十
四

パ
ー
セ
ン
ト
、
お
お
む
ね
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
。

イ

都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
は
、
都
市
計
画

区
域
内
人
口
一
人
当
た
り
三
一
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
等

�

意
見
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
前
記
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
す
る
者
は
、
別
記
様
式
に
準
じ
て
作

成
し
た
意
見
申
出
書
一
通
を
平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日
ま
で
に
、
松
江
市
殿
町
八
番
地
島
根
県
土

木
部
都
市
計
画
課
へ
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

�

公
述
人

知
事
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
で
同
趣
旨
の
意
見
の
者
が
多
数
で
あ
る

と
き
は
、
公
述
人
を
選
定
し
て
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
。

�

参
考
図
書
及
び
参
考
付
図
は
、
登
載
を
省
略
し
、
島
根
県
庁
、
大
社
町
役
場
に
備
え
て
縦
覧
に
供

す
る
。

五

公
聴
会
の
中
止

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
す
る
。
中
止
す
る
場
合
は
島
根
県
庁
、
出
雲
土

木
建
築
事
務
所
及
び
大
社
町
役
場
へ
掲
示
等
に
よ
り
事
前
に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る

六

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課

電
話

(

〇
八
五
二)

二
二
―
五
二
一
一

平成��年�月�日 第�����号 (��)



島 根 県 報

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
桜
江
都
市
計
画

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る

の
で
、
島
根
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
島
根
県
規
則
第
一
号)

第
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

開
催
日
時

平
成
十
五
年
十
月
二
日

午
後
二
時
か
ら

二

開
催
場
所

桜
江
町
大
字
川
戸
一
一
番
地
一

桜
江
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

青
年
研
修
室

三

都
市
計
画
の
案
の
概
要

桜
江
都
市
計
画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
参
考
図
書
の
と
お
り
定
め
、
そ
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

�

都
市
計
画
の
目
標

過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
地
域
間
の
連
携
強
化
に
積
極
的
に
対
応
し
た
計
画

的
、
合
理
的
な
土
地
利
用
の
実
現
、
及
び
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
河
川
な
ど
の
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
確
保
な
ど
本
区
域
の
特
色
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

�

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都
市
計
画
区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

�

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

一�

土
地
利
用
の
方
針

現
在
本
区
域
は
都
市
計
画
用
途
地
域
を
指
定
し
て
い
な
い
た
め
、
現
状
の
土
地
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、
都
市
及
び
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
将
来
に
お
け
る
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。

二�

都
市
施
設
の
方
針

�

交
通
施
設

ア

基
本
方
針

国
道
二
六
一
号
を
軸
と
し
た
広
域
交
通
体
系
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
安
全
で
快
適
な
市

街
地
内
道
路
の
整
備
や
公
共
交
通
機
関
の
充
実
を
図
る
。

�

下
水
道
及
び
河
川

ア

基
本
方
針

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
の
下
水
道
整
備
を
早
期
に
図
る
も
の
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
洪
水
の
安
全
な
流
下
を
図
る
た
め
の
河
道
改
修
や
放
水
路
の
建
設
に

よ
り
下
流
の
洪
水
の
軽
減
を
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
中
小
河
川
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
て
河
川
改
修
を
実
施
し
、
洪
水
の
安
全
な
流
下
を
図
る
も
の
と
す
る
。

イ

整
備
水
準
の
目
標

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
を
お
お
む
ね
百
パ
ー
セ
ン

ト
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
一
級
河
川
江
の
川
は
計
画
高
水
流
量
を
基
準
地
点
川
本
に
お
い
て
毎

秒
九
千
七
百
立
法
メ
ー
ト
ル
と
定
め
、
洪
水
の
安
全
な
流
下
を
図
る
。
支
川
小
谷
川
は
年
超

平成��年�月�日 第�����号(��)
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いて､ 次のとおり意見を申し出ます｡

平成��年�月 日

島根県知事 澄 田 信 義 様

住 所 (電話 )

氏 名
(ふりがな)

�

① 意見の公述を希望する都市計画区域名
大社都市計画区域

② 意見の公述を希望する都市計画原案の種類
都市計画区域の整備､ 開発及び保全の方針 (都市計画区
域マスタープラン)

意見の要旨 別紙のとおり

意見の要旨の記載に当たっての留意事項
	. 意見の要旨及びその理由を具体的かつ簡明に記載するこ
と｡


. 様式は自由であるが､ ���字詰め原稿用紙
枚以内程度
とすること｡



島 根 県 報

過
確
率
三
十
分
一
に
対
す
る
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
す
る
。
ま
た
、

そ
の
他
の
中
小
河
川
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に

整
備
す
る
。

�

そ
の
他
の
都
市
施
設

供
給
処
理
施
設
、
教
育
施
設
、
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
そ
の
他
都
市
施
設
に
つ
い
て

は
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
努
め
る
ほ
か
、
設
備
の
近
代
化
を
進
め
、
市
街
化
の
動
向
、
人

口
の
変
動
等
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
た
施
設
の
整
備
を
図
る
。

三�

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
の
方
針

�

基
本
方
針

本
区
域
の
代
表
的
な
自
然
環
境
で
あ
る
江
の
川
、
八
戸
川
、
小
谷
川
等
の
河
川
を
中
心
と
し
、

水
資
源
を
基
調
と
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
緑
地
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

�

緑
地
の
確
保
水
準

都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
は
、
都
市
計
画
区

域
内
人
口
一
人
当
た
り
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
等

�

意
見
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
前
記
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
す
る
者
は
、
別
記
様
式
に
準
じ
て
作

成
し
た
意
見
申
出
書
一
通
を
平
成
十
五
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
松
江
市
殿
町
八
番
地
島
根
県
土

木
部
都
市
計
画
課
へ
到
着
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

�

公
述
人

知
事
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
で
同
趣
旨
の
意
見
の
者
が
多
数
で
あ
る

と
き
は
、
公
述
人
を
選
定
し
て
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
。

�

参
考
図
書
及
び
参
考
付
図
は
、
登
載
を
省
略
し
、
島
根
県
庁
、
桜
江
町
役
場
に
備
え
て
縦
覧
に
供

す
る
。

五

公
聴
会
の
中
止

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
す
る
。
中
止
す
る
場
合
は
島
根
県
庁
、
川
本
土

木
建
築
事
務
所
及
び
桜
江
町
役
場
へ
掲
示
等
に
よ
り
事
前
に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る

六

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課

電
話

(

〇
八
五
二)

二
二
―
五
二
一
一

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
津
和
野
都
市
計

画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す

る
の
で
、
島
根
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
島
根
県
規
則
第
一
号)

第
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
五
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

開
催
日
時

平
成
十
五
年
十
月
一
日

午
後
一
八
時
三
十
分
か
ら

二

開
催
場
所

津
和
野
大
字
後
田
ロ
一
〇
六
番
地

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

大
集
会
室

平成��年�月�日 第�����号 (��)

別記様式

意 見 申 出 書

平成��年�月�日付けの県報で公告された都市計画の案につ
いて､ 次のとおり意見を申し出ます｡

平成��年�月 日

島根県知事 澄 田 信 義 様

住 所 (電話 )

氏 名
(ふりがな)

�

① 意見の公述を希望する都市計画区域名
桜江都市計画区域

② 意見の公述を希望する都市計画原案の種類
都市計画区域の整備､ 開発及び保全の方針 (都市計画区
域マスタープラン)

意見の要旨 別紙のとおり

意見の要旨の記載に当たっての留意事項
	. 意見の要旨及びその理由を具体的かつ簡明に記載するこ
と｡


. 様式は自由であるが､ ���字詰め原稿用紙
枚以内程度
とすること｡



島 根 県 報

三

都
市
計
画
の
案
の
概
要

津
和
野
都
市
計
画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
参
考
図
書
の
と
お
り
定
め
、
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

�

都
市
計
画
の
目
標

津
和
野
町
は
、
島
根
県
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
古
く
か
ら
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
栄

え
て
お
り
、
数
々
の
史
跡
・
名
称
・
文
化
財
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
近
年
、
新
た
な
観
光
施
設
も
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
・
文
化
の
交
流
拠
点
と
し
て
機
能
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

本
町
の
有
す
る
自
然
環
境
や
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
を
保
全
・
活
用
す
る
こ
と
で
、
交
流
入
口
の

拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
。

�

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都
市
計
画
区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

�

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

一�

土
地
利
用
の
方
針

現
在
本
区
域
は
都
市
計
画
用
途
地
域
を
指
定
し
て
い
な
い
た
め
、
現
状
の
土
地
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、
都
市
及
び
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
将
来
に
お
け
る
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。

二�

都
市
施
設
の
方
針

�

交
通
施
設

ア

基
本
方
針

周
辺
市
町
村
と
の
連
携
強
化
と
市
街
地
通
過
車
両
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
主
要
地
方
道

｢

萩
津
和
野
線｣

一
般
県
道

｢

柿
木
津
和
野
停
車
場
線
バ
イ
パ
ス｣

の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
と
し
て
安
全
で
快
適
な
市
街
地
内
道
路
の
整
備
や
公
共
交
通
機

関
の
充
実
を
図
る
。

�

下
水
道
及
び
河
川

ア

基
本
方
針

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
の
下
水
道
整
備
を
早
期
に
図
る
も
の
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、

｢

津
和
野
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
計
画｣

に
基
づ
き
環
境
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
支
川
に
つ
い
て
は
公
共
下
水
道
や
河
川
の
整
備
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
整
備

を
進
め
る
。
ま
た
水
路
に
つ
い
て
は
、
津
和
野
町
の
都
市
景
観
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
こ
と
か
ら
保
全
・
活
用
を
図
る
。

イ

整
備
水
準
の
目
標

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
を
お
お
む
ね
七
四
パ
ー
セ

ン
ト
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
津
和
野
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
計
画
に
基
づ
く
環
境
整

備
を
併
せ
て
、
所
定
の
規
模
の
降
雨
に
よ
る
洪
水
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
す
る
。

支
川
に
つ
い
て
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
す

る
。

三�

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
の
方
針

�

基
本
方
針

本
区
域
の
恵
ま
れ
た
自
然
と
文
化
・
伝
統
を
生
か
し
、
さ
ら
に
快
適
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
生
活
環
境
の
保
全
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
確
保
、
安
全
性

の
向
上
、
美
し
い
緑
あ
ふ
れ
る
街
並
み
の
保
全
の�

つ
の
観
点
か
ら
公
園
緑
地
等
の
整
備
を
図

る
。

四

公
述
の
申
し
出

�

意
見
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
前
記
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
す
る
者
は
、
別
記
様
式
に
準
じ
て
作

成
し
た
意
見
申
出
書
一
通
を
平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日
ま
で
に
、
松
江
市
殿
町
八
番
地
島
根
県
土

木
部
都
市
計
画
課
へ
到
着
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

�

公
述
人

知
事
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
で
同
趣
旨
の
意
見
の
者
が
多
数
で
あ
る

と
き
は
、
公
述
人
を
選
定
し
て
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
。

�

参
考
図
書
及
び
参
考
付
図
は
、
登
載
を
省
略
し
、
島
根
県
庁
、
津
和
野
役
場
に
備
え
て
縦
覧
に
供

す
る
。

五

公
聴
会
の
中
止

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
す
る
。
中
止
す
る
場
合
は
島
根
県
庁
、
津
和
野

土
木
事
務
所
及
び
津
和
野
役
場
へ
掲
示
等
に
よ
り
事
前
に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る

六

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課

電
話

(

〇
八
五
二)

二
二
―
五
二
一
一

平成��年�月�日 第�����号(��)
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月
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発
行

発
行
者

島

根

県

発
行
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市
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島
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松
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刷
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行

島 根 県 報平成��年�月�日 第�����号 (��)

別記様式

意 見 申 出 書

平成��年�月�日付けの県報で公告された都市計画の案につ
いて､ 次のとおり意見を申し出ます｡

平成��年�月 日

島根県知事 澄 田 信 義 様

住 所 (電話 )

氏 名
(ふりがな)

�

① 意見の公述を希望する都市計画区域名
津和野都市計画区域

② 意見の公述を希望する都市計画原案の種類
都市計画区域の整備､ 開発及び保全の方針 (都市計画区
域マスタープラン)

意見の要旨 別紙のとおり

意見の要旨の記載に当たっての留意事項
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と｡
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とすること｡


